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特 集 Ⅰ

少子・超高齢・人口減少社会の人口移動―第７回人口移動調査の結果から―（その１）

特 集 に よ せ て

林 玲 子

国立社会保障・人口問題研究所（以下，「社人研」）では2011年7月に第7回人口移動調

査を行い，2012年度に結果の公表を行った．それらは概要，報告書，集計表として日本語

版，英語版ともに社人研Webや政府統計総合窓口e-Statに公開されている．今回の調査

では，実施4か月前，まさに準備作業が大詰めを迎えていた最中に東日本大震災が起こっ

たため，岩手県，宮城県，福島県では調査を中止し，北海道は9月に延期して行う，といっ

た大幅な変更を余儀なくされた．集計対象は全国15,449世帯で，うち11,353世帯の全世帯

員数29,320人の回答を得た．有効回収率は73.5％であった．

人口移動調査の歴史をふりかえると，1976年に「地域人口移動に関する調査」と銘打っ

た調査を第1回とし，その10年後の1986年に第2回（当時の名称は「地域人口の移動歴と

移動理由に関する人口学的調査」）が実施され，その後は「人口移動調査」として5年毎

に定期的に行われるようになった．7回・35年間にわたる調査概要，調査項目の推移を見

ると（表1），「人口移動調査」と一貫して呼ばれるようになった第3回から全世帯員を対

象とするようになり，調査項目は時代に合わせて少しずつ変化しつつも，第4回よりほぼ

現在に近い形の調査項目設計となり，調査の厚みを増している．

人口移動に関する公的統計は，人口移動調査以外に国勢調査（大規模年），住民基本台

帳人口移動報告を挙げることができ，これらは悉皆調査で，市区町村といった地域別の詳

細な分析が可能であるが，社人研の人口移動調査は，表1に示すような，ライフイベント

時，複数の時点，移動の理由や生涯の移動経験，将来の移動可能性など，個人の居住地の

移動メカニズムに関する様々な情報を得ることができる．これら調査を合わせるとわが国

における人口移動に関する情報はかなり網羅されているといえよう．近年国連を中心とし

た国内人口移動の国際比較が進展しつつあり，各国関係者に充実した日本の人口移動デー

タを共有することは十分に意義がある．

人口移動は進学・就職・結婚というライフイベントを迎える20歳代若年層で多いことか

ら，近年の人口高齢化により全体的な人口移動は沈静化している．しかし例えば若い女性

の就学率の上昇に伴う移動の活発化や，外国居住経験も含めた若者の移動経験の範囲の拡

大，親との同居の減少に応じた近居の増加など，新たな人口移動の傾向も生じている．こ

れらの結果はすでに「第7回人口移動調査報告書」（調査研究報告資料第31号）として刊
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行および社人研Webに掲載されているが，本特集では，本号（第69巻4号）と次号（第

70巻1号）にわたって，さらなる詳細分析を試みる．

本号では，まず千年論文にて，世代間の居住距離（同別居，近遠居）の分析を行い，と

りわけ，同居が減少するだけ近居が増え，また近居しやすいのは男きょうだいのいない娘

である，といった，ここ10年の変化を見出している．続く小島論文では，移動する高齢者

の属性分析を行い，移動しないと思われている高齢者においても，有配偶でない，持ち家

に居住していない，県外居住の経験がある，といった要因が移動性向を高める方向に影響

を与えていることを実証した．中川論文ではマルチレベル分析の手法を用いて，外国から

の帰還移動者には，第三次産業の就業機会が拡大し，労働市場の流動性が高まっている地

域に定住する傾向があることを示した．人口移動は，経済・社会の多くの要因により左右

されることから，研究内容も多岐にわたる．

人口移動調査が開始された1970年代は，大都市圏への人口集中が人口移動研究の中心的

な関心であった．2010年代の日本は，人口減少社会に突入したものの，人口増加が続く都

市部もまだ多く，世帯数も増え続けており，社会の変化に対応する人口移動は，いまだ重

要な役割を果たしているといえる．こうした中，移動と定住のベスト・バランスはどこに

あるのか，動きたい人が動き，定住したい人が留まれる社会となっているのか，人口移動

のメカニズムはまだまだ解明されるべき余地が大きく残されていると思われる．
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表１ 第１回～７回人口移動調査の概要，調査項目一覧

調査回 第1回 第2回 第3回 第4回 第5回 第6回 第7回

調査年 1976 1986 1991 1996 2001 2006 2011

調査対象 世帯主
世帯主/配偶者
/全世帯員

全世帯員 全世帯員 全世帯員 全世帯員 全世帯員

有効世帯数 7,691 7,825 11,387 14,083 12,594 12,262 11,353

有効世帯員数 7,691(1) 25,672 34,781 40,400 35,292 32,205 29,320

居
住
地

出生時 ○ ○ (3) ○ ○ ○ ○ ○

小学校卒業時 ○ - - - - - -

中学校卒業時 ○ ○ - ○ ○ ○ ○

最終校卒業時 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

初職時 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

初婚前 - ○ - ○ ○ ○ ○

初婚後 ○ ○ ○ (4) ○ ○ ○ ○

退職後 - - ○ - - - -

5年前 - - ○ ○ ○ ○ ○

1年前 ○ - ○ ○ ○ ○ ○

直前の引越前 - ○ ○ ○ ○ ○ ○

生涯居住県 △ (2) - - ○ (5) ○ (5) ○ ○

現住地の居住期間 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

直近の移動の理由 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

将来の移動の可能性 〇 - - 〇 〇 〇 〇

注：（1）世帯主数．（2）三大都市圏の居住歴．（3）全世帯員に対しては出生時の居住地のみ，その他の項目
は世帯主に対して．（4）初婚後ではなく現在の結婚後の居住地．（5）世帯主と配偶者のみ．
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SpecialIssueI:InternalMigrationintheSocietyofLow-fertility,Super-agedandPopulationDecline

-In-depthAnalysisontheResultsoftheSeventhNationalSurveyonMigration-(Part1)

Introduction

ReikoHAYASHI

InJuly2011,NationalInstituteofPopulationandSocialSecurityResearch(IPSS)hadcon-

ductedtheSeventhNationalSurveyonMigration,oneofthefivesurveystheIPSScarriesouton

regularbasis.DuetotheGreatEastJapanEarthquakehitinthemidstofthepreparationofthissur-

veyinMarch2011,Iwate,MiyagiandFukushimaprefectureswereexcludedfromthesurveyand

thesurveyinHokkaidowaspostponedtoSeptember2011.Nonetheless,thetotalof11,353house-

holdswith29,320householdmembers,or73.5%ofeligible15,449households,answeredtheques-

tionnaire.Thebasicresultswerealreadypublishedontheweb(www.ipss.go.jp)ande-Stat,the

portalsiteofofficialstatisticsofJapan.

TheFirstNationalSurveyonMigrationwasconductedin1976,followedbytheSecondin1986,

afterwhichthesurveybecamequinquennialin1991,1996,2001,2006and2011.Althoughthere

weresignificantchangesinthesurveydesignthroughoutthesevensurveysstretchingover35

years,allhouseholdmemberswerecoveredsincetheThirdSurveyin1991,andthequestionitems

werestabilizedapproximatelysincetheFourth(1996).

InJapan,officialstatisticsregardinginternalmigrationcanbefoundintheCensusandtheRe-

portonInternalMigration,bothpublishedbytheMinistryofInternalAffairsandCommunications.

ThesearethestatisticswhichcoverthewholepopulationofJapan,allowingregionalandmunicipal

levelanalysis.TheNationalSurveyonMigrationofIPSS,anofficialnationalsamplesurvey,clari-

fiesthedetailedmigrationcharacteristicssuchastheplaceofresidenceatthetimeofimportantlife

eventssuchasthebirth,juniorhighschoolgraduation,firstemploymentorfirstmarriage,andthe

time-pointssuchasoneyearago,fiveyearsagoandbeforethelastmove,aswellasthelife-time

residencehistory,thereasonofmigration,possibilityoffuturemovingandsoforth.

Mobilityisnormallyhighinearlierstageoflife,duetotheenrollmentforthehighereducation,

employmentormarriagewhichwouldhappenduringone's20's.InJapanin2011,withhighestrate

ofpopulationageingintheworld,naturally,theslowdownofmigrationwasobservedontheover-

allbasis.However,detailedanalysesrevealedparticularchangesofmigrationtrendsuchashigher

mobilityofyoungwomenduetothehighereducationalachievement,widerrangeofmigrationex-

perienceofyoungpeopleorhighmobilityamongtheelderlywhoareunhealthyordonotowna

house.IntheSpecialIssueofthisvolume(Vol.69No.4)andthenext(Vol.70No.1),furtherin-

depthanalyseswillbeperformed.

Inthe1970'swhentheNationalSurveyonMigrationstarted,themainfocusofinternalmigra-

tionwasmainlyontherapidurbanizationandconcentrationofthepopulationinmetropolitanareas

ofJapan.Nowinthe2010's,evenwiththepopulationdecline,someurbanareasaregainingpopu-

lationandthenumberofhouseholdisincreasing,andthemigrationstudiesstillplayanimportant

role.Howwecanfulfillourlivesbymovingorstaying,whereliesthebestbalanceforthedecision

ofmigration,sucharethequestionswhichremaintobeinvestigatedalongwiththemechanismof

mobility.


